
笠間市移住体験施設利用規約 

 

（目的） 

第１条 この規約は，笠間市への移住を考えている方が，笠間市での暮らしを体験す

ることを目的に設置する，笠間市移住体験施設（以下「体験施設」という）

の利用について定める。 

（体験施設） 

第２条 体験施設は，次の表に掲げるとおりとする。 

 

（利用者の義務） 

第３条  利用を許可された者（以下「利用者」という）は，この規約を誠実に守り，   

施設の保全と秩序の維持に努めなければならない。 

（利用資格） 

第４条 体験施設を利用できる者は，次に掲げる要件の全てを満たす者でなければな

らない。 

（１）笠間市への移住を希望する者であること。 

（２）市外に居住している者であること。 

（３）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号） 

第２条第６項に規定する暴力団員でないこと，又は同条第２号に規定する暴 

力団員と密接な関係を有する者でないこと。 

（利用期限） 

第５条  利用期限は，１週間以上４週間以内とする。ただし年度を越えた利用はでき 

ないものとする。 

（利用料金） 

第６条  体験施設の利用料（光熱水費を含む。以下「利用料」という。）は，１泊 

２，０００円とする。 

２ 利用者は，前項の利用料を利用開始日までに前納しなければならない。 

３ 前項により納めた利用料は，これを還付しない。ただし，市長が特に認め 

た場合，その全部又は一部を還付することができる。 

（利用手続き等） 

第７条  利用を希望する者は，「笠間市移住体験施設利用申込書」（様式第１号）（以下 

「申込書」という）に必要事項を記入の上，利用開始日の７日前までに市長 

に提出しなければならない。 

 ２ 市長は，前項の申込書の提出があったときは，速やかにその内容を審査し， 
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適当と認めたときは，「笠間市移住体験施設利用許可書」（様式第２号）（以下 

「許可書」という）により通知するものとする。 

   ３ 第２項の規定により許可を受けた利用者は，誓約書（様式第３号）を市 

長に提出しなければならない 

（利用者の義務） 

第８条  利用者は，体験施設利用終了時に，利用に関するレポートを提出しなければ 

ならない。 

（利用者の遵守事項） 

第９条  利用者は，体験施設の利用にあたり，次に掲げる事項を遵守しなければなら 

ない。 

（１）留守や就寝時に施錠するなど施設を善良に管理すること。また，鍵を紛失し 

たときは，速やかに市長にその旨を報告すること。 

（２）火気の取扱いに注意するとともに水道の凍結防止にも配慮すること。また， 

備付けの備品ならびに什器類を適切に取扱うこと。 

（３）善良な良識をもって施設を適正に管理するとともに，住環境の保全に努める 

こと。 

（４）ごみは，決められた分別方法に従い排出すること。 

（５）その他，施設の利用に関し市長が必要と認める事項。 

（禁止行為） 

第１０条 利用者は，体験施設において次に掲げる行為をしてはならない。 

（１）物品の販売，寄附の要請その他これに類する行為を行うこと。 

（２）興行を行うこと。 

（３）ペットを同伴すること。 

（４）展示会，その他これに類する催しを行うこと。 

（５）文書，図書，その他の印刷物を貼り付ける又は配布すること。 

（６）宗教の普及，勧誘，儀式，その他これに類する行為を行うこと。 

（７）周辺住民に迷惑を及ぼす行為を行うこと。 

（８）施設の全部又は一部を転貸し，又は権利を譲渡すること。 

（９）その他施設の利用にふさわしくない行為を行うこと。 

（利用の許可の取消し） 

第１１条 市長は，利用者が次の各号のいずれかに該当する場合は，第７条の規定によ 



     る利用許可を取消すことができる。 

（１）この規約に違反したとき。 

（２）利用の申込みに偽りがあったとき。 

（３）利用料を納付期限までに納付しないとき。 

（４）その他，市長が取消し相当であると認めたとき。 

（明渡し） 

第１２条 利用者は，第７条に規定する許可書の利用期間が満了したとき，又は前条の 

規定により利用許可が取り消されたときは，遅滞なく体験施設を市長に 

明け渡し，鍵を返却しなければならない。この場合において，利用者は通常 

の使用に生じた損耗を除き，原状回復しなければならない。 

（立入り） 

第１３条 市長は，体験施設の防火対策，火災の延焼，構造の保全その他管理上特に必 

要があるときは，利用者の承諾が無くても立ち入ることができるものとする。 

（損害賠償） 

第１４条 利用者は，故意又は過失により体験施設の設備を破損，及び汚損並びに滅失 

したときは，速やかにその旨を市長に届け出て，その損害を賠償しなければ 

ならない。ただし，やむを得ない事由等，市長が特に認めたときはこの限り 

ではない。 

（事故免責） 

第１５条 体験施設において，天災，火災その他の市の責めに帰さない理由によって利 

用者が被った損害に対して，市はその責めを負わない。 

（補足） 

第１６条 この規約に定めるもののほか，必要な事項は市長が別に定める。 


